



































































































































































































































































































































































































































































































・ ・ ・ ・
たり前のメッセージを超えたあべ弘
士のアイヌ民族やその文化、そして動物たちの命に対する畏敬の念が感じ
られるのである。
本来、人の営みは、そのように動物や自然などの環境の中にあればこ
そ、生きるものではないだろうか。
５．地域の環境素材を活かした取り組みⅡ
５－１．里山と保育
栃木県の県庁所在地である宇都宮市。その中心部から車で10分も走れば
緑の田畑や小さな森や山があるというのが、地方都市の特徴と言える。し
かし、放り捨てられたままの自然は、竹や蔦が伸び放題に伸び、やがてそ
れらは日の光を遮り山の緑が茶色く変わっていく。遠目には奥深い山に見
えても近くに行くと緑ではないそれらの自然の景色を見て、人は「美しい」
と感嘆の声は上げない。近年はそのような荒れた緑を見ることも少なくな
い。人の営みと自然が共存して美しい緑をなす場所は、里山と言われる。
里山とはそもそも、ありのままの自然ではなく、人間が自然と共存し協働
し合って生を活き合いながら築かれた風景である。アニメ映画「おもひで
ぽろぽろ」30の中に、田舎の景色とは何かを語る場面がある。一部、抜粋
して引用し要約する。“都会の人は森や林や水の流れ等を見て、すぐ自然
だと有り難がるが、田舎の景色はみな人間が作ったものである。誰かが植
えたとか開いたとか大昔から薪や落ち葉や茸を採っていたとか、それぞれ
に歴史がある。百姓は絶えず自然からもらい続けなくては生きていけない
からこそ、自然にもずっと生きていてもらえるよう、人間が自然と闘った
り自然から色々なものをもらったりしながら、自然と人間の共同作業で出
来上がってきた風景が田舎である”。
宇都宮の郊外の長岡という地に、小さな里山がある。ソーシャルファー
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ム長岡では、かつて耕作放棄地となってしまっていたこの場所に、様々な
立場の人たちと暮らし働きながら里山の力を再建する取り組みをしてい
る。関連法人の社会福祉法人が運営する高齢者福祉施設や保育所を里山内
に設けることにより、人の暮らしを里山に呼び戻したのである。また、NAOC
という民間団体による「あおぞらきっず」「森のようちえん」といった取
り組みで、子どもたちが里山の中で存分に遊ぶ取り組みを定期的に行うこ
とで、人の育ちを根底から支えてもいる。
月に一度、土曜日に「森のようちえん」は未就学児を対象に開催され
る。豊かな里山の中で子どもたちが自由に自然を体感することにより、こ
の地域の里山の森の保全にも繋がるこの取り組みに賛同する保護者が任意
で申し込むものであるが、実際に里山で遊ぶのは子どもたちだけである。
季節によって里山の景色は変わり、遊び場所も移動していく。春には「た
けのこ蹴り」が行われる。たけのこを掘るのではなく、蹴るのである。未
就学の子どもたちの体の大きさと力とで、大きく育ったたけのこを掘り出
すのは至難の業である。そのため、たけのこの根元を蹴って折り収穫する
のだ。筆者もそのような収穫の技を初めて目にした時には驚いたが、子ど
も達は非常に楽しそうに体当たりで取り組み、帰りには自分の背丈ほども
あろうかという蹴り出したたけのこを迎えに来た家族に自慢気に披露して
いた。根の張る竹は掘り出すのが正統かもしれないが、子どもたちには子
どもたちなりの関わりがあるものだと感心させられる。そして、竹林はそ
の保全のために定期的に伐採され整備されている。子どもたちは、毎回姿
を変える竹林の中で切り倒された竹をもうまく使って遊んでいる。夏には
湧き水から流れる小川でザリガニを釣るが、その竿は細くしなる竹を拾っ
てきて利用しているし、子どもの手にも持ちやすい竹は節をくりぬいて望
遠鏡にも楽器にもなる。大きなものは基地や橋などの資材となる。自分一
人の力では運べない時には大人であるスタッフに命じて運ばせ、自分のイ
メージをどんどん形にしていく。筆者もだいぶ竹運びに駆り出されたもの
だ。森の中で、子どもたちは王様である。
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里山の中には養蜂場もあるが、ミツバチ達が一生懸命働いて集めた蜂蜜
を狙ってオオクマバチが出没することがある。ペットボトルで作られた罠
を仕掛け、オオクマバチが養蜂場の蜂蜜を横取りしないような工夫がされ
ている。その仕掛けのある小道を子どもたちは平気で通り抜けて、ヤギの
モモちゃんの場所へ急ぐ。子どもたちは色々な種類の草を採ってきてモモ
ちゃんに食べさせようとするが、好き嫌いの激しいモモちゃんは、嫌いな
草を与えられると角で柵を軽く持ち上げて落とすというやり方で反撃に出
る。そんな風にモモちゃんともコミュニケーションを図りながらモモちゃ
んの好きな草を見分けている子どもたちの姿がある。
子どもたちと里山の中で過ごすと、動植物への関わり方などは子どもた
ちの方がずっと自然で感性をもって自然の声を感じ取っている様に、心打
たれる。人間は生まれた時から本能的に自然と共存する術を持っているの
だと感じさせられる。その共存への感覚が、里山を活かし環境を保全する
ことに繋がっているのであろう。
５－２．サトヤマアカデミーによる森のマーケットながおかの開催
子どもたちの遊ぶこの里山では年に何回か「森のマーケット」が開催さ
れる。親子で楽しむ里山時間を提供しているイベントである。自然物を
使ったワークショップや里山で収穫された農作物を使った食事の提供など
が行われ、親子でゆっくりできるイベントである。公園でもテーマパーク
でもない里山の中で、様々な自然体験をしながら過ごすことのできるこの
取り組みは、長岡の里山を拠点にしているいくつかの団体がサトヤマアカ
デミーを結成し企画運営しているプロジェクトである。人と自然の繋がり
からできる里山循環型生活をテーマに、自然の中での心地良い居場所づく
りや、長岡地区の環境保全に寄与している。昨年（2017年）11月に行わ
れた秋の森のマーケットには筆者のゼミナールの学生たちも自然物を使っ
た製作コーナーを企画し出店した。自然物の製作コーナーの他、段ボール
で作ったガチャガチャなども好評で、学生たちが徹夜をして景品として用
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意した松ぼっくりの飾りはあっという間になくなってしまった。子どもた
ちだけでなく、保護者の方々からも学生たちの出店は喜ばれた。子どもた
ちが、かなりの時間を集中して製作やゲームに取り組んでいる間に、ゆっ
くりと大人だけでフリーマーケットを見たりマッサージを受けたりなどし
て、さっぱりとすがすがしい顔をしてお迎えに来る保護者の姿が見られ
た。保育は目の前の子どもたちのためだけではなく、子育て親支援として
も機能するという大事な要素を学生たちは実感として学んだようである。
６．おわりに
子どもは社会の中で育つという。それはまた、子育てをする親も社会の
中で親として育っていくということでもある。倉橋惣三は「育ての心」31
の中で、赤ん坊の生まれた家では２人の誕生を祝ったという。子の誕生と
同時に母が母として誕生した祝いである。またその後の子の成長と同時に
母も成長することも語っている。絵本作家の長野ヒデ子は、「おかあさん
がおかあさんになった日」32に続いて「おとうさんがおとうさんになった日」33を
描いている。その２冊の中で、母は子を産んだことで母になれたと子に感
謝する場面が描かれるが、父親はいつ父親になるのかという疑問を、子ど
もから投げかけている。父親は子を産むことはないが、お父さんがお父さ
んになる日というのは“まぶしい”のだそうだ。そのまぶしい日から、父親
の成長も始まっていくのであろう。
現在、日本では子育ての孤立化の問題も叫ばれて久しい。「ワンオペ育
児」といった言葉も生まれている。社会が、子どもを育て、子育て親を支
援したいのはその通りだが、本稿で２つの地域素材を活かした取り組みを
紹介した。これは、人を「支える」と大々的に掲げるものでは決してなく、
地域の環境を見つめなおすことが結果、社会の中での人の営みを再確認す
ることに繋がった事例である。
今後、都市部も含めて様々な地域の特徴と、子ども・子育てを取り巻く
課題を整理しながら、子どもが育つ、子育て親が育つ、そして人が自然と
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共生しながら育っていくことのできる方法を探求していくことを続けてい
きたい。
＜注釈及び引用・参考文献＞
１　栃木県「栃木県県民の日に関する条例」栃木県条例第27号、昭和60年９月30日
２　秦建日古監督映画「キスできる餃子」パンフレット、松竹株式会社、2018年６月15日
３　宇都宮観光コンベンション協会公式ホームページ
４　政府広報／内閣官房『まち・ひと・しごと創生「長期ビジョン」「総合戦略」基本方針2018』
５　小山市私立保育園協議会会長齋藤好子（社会福祉法人豊心会すみれ保育園園長）談
話、取材担当山路千華、2018年４月24日
６　音田忠男、金田利子『「遊びを通した保育」の理解と実践－遊び観との関わりから－』
　　保育の研究No.25,45-51,2013年
７　音田忠男、金田利子「保育者の子ども時代の遊び環境と遊び観」、保育の研究No.27,
78-82,2015年
８　中央教育審議会『チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について』文部科
学省、平成27年12月21日
９　中央教育審議会『チームとしての学校の在り方と今後の改善方策について』文部科
学省、平成27年12月21日、p.11、注釈12より引用
10　金子晃之『「チーム学校」と地域との連携・協動の課題について』桜花学園大学保育
学部研究紀要　第15号、2017
11　高木悠哉『保育者・教員養成課程に求められる科目「教育相談」に関する現状と課題』
　　人間教育１（３）、奈良学園大学人間教育学部、2018
12　井上孝之・山﨑敦子編集「子どもと共に育ちあうエピソード保育者論」株式会社み
らい、2016年２月10日p,77　図５－３　この図は、テキスト執筆者が全国保育協議
会ホームページ資料をもとに作成したものである。
13　文部科学省「幼稚園教育要領（平成29年告示）」より引用
14　厚生労働省「保育所保育指針（平成29年告示）」より引用
15　内閣府・文部科学省・厚生労働省「幼保連携型認定こども園教育・保育要領（平成
29年告示）」より引用
16　文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）」より引用
17　恒川丹・小原敏郎「保育領域におけるチーム保育の研究動向」共立女子大学家政学
部紀要　第64号、2018
18　内閣府子ども・子育て本部「子ども・子育て会議（第27回）、子ども・子育て会議基
準検討部会（第30回）合同会議議事録」平成28年１月26日
19　山路千華『保育内容指導法「環境」の授業における実践的取り組み』白鷗大学教育
学部論集第10巻第２号、2016
20　山路千華・汐見和恵・川村祥子・尾崎博美「北海道における絵本文化と地域の取り
組み―旭川市と剣淵町（上川郡）の視察研修を通して―」新渡戸文化短期大学子ど
も教育研究所紀要第10号、2015
21　谷川俊太郎「地球の子ども」、『「君の椅子」ものがたり』p.2~3、2014年
50
山　路　千　華
22　監修：「君の椅子」プロジェクト『「君の椅子」ものがたり―北海道の小さな町から
生まれたいのちのプロジェクト』文化出版局、2014
23　山田大樹監督映画「じんじん」、「じんじん」全国配給委員会、2013
24　文：ドリアン助川・絵：あべ弘士「クロコダイルとイルカ」『じんじん』製作委員会、2013
25　あべ弘士「旭山動物園日誌」出版工房ミル、1981
26　旭川市旭山動物園「旭川市旭山動物園開園50周年記念誌」旭川振興公社、2017
27　あべ弘士「エゾオオカミ物語」講談社、2008
28　あべ弘士談話、第21回　絵本学会大会（札幌大谷大学短期大学部）ラウンドテ ブール
　　Ｃ「ようこそ、自然へ！絵本画家が語る実体験としての自然」より、2018年６月３日
29　あべ弘士「クマと少年」ブロンズ新社、2018
30　高畑勲監督映画「おもひでぽろぽろ」東宝、1991
31　倉橋惣三「育ての心」（倉橋惣三文庫③津守真・森上史郎編）より「母の誕生・母の
成長」フレーベル館、2008
32　長野ヒデ子「おかあさんがおかあさんになった日」童心社、1993
33　長野ヒデ子「おとうさんがおとうさんになった日」童心社、2002
51
保育内容「環境」における地域との関わりについての一考察

